
 

 

 

 

 

 
 

 
 

～新潟県人らしさ…ラグビーワールドカップ大会から～ 
  

   ラグビー界最高の桧舞台、ラグビーワールドカップ日本大会が真っ盛り。私もテレビ観戦で日本チー
ムを応援しています。アイルランド、サモアとの試合では思わず「稲垣(新潟工業高校卒)～、止めろ～！！」
とテレビ画面に向かって叫んでいました。稲垣選手のポジションはスクラムの１列目、プロップです。

突進してくる相手選手をタックルで止める、密集が出来ては突っ込んで味方の攻撃ライン、守備ライン
が出来上がる時間をつくる等々が役割の、「ほとんどボールに触らないポジション」です。稲垣選手い
わく「（チームの勝利のための）下働きが仕事」だそうです。その「下働き」に徹する稲垣選手のプレ
ー振りに、「地味で目立たないことにまじめに取り組む新潟県人らしさ」を感じるのは、きっと私だけ
ではないだろうと思います。子どもたちにも試合の勝ち負けだけでなく、ボールに集中してプレーをす
る各国の選手たちから、何かを感じ取って欲しいと願っています。 

 

 さて、１０月１９日（土）に令和元年度学習発表会を行います。子どもたちが一人一人、「自分ら
しさ」を作品で、ステージ発表で皆さんに伝えられる場になるよう指導・支援に努めてまいります。 

  （文責：校長  目黒 栄一） 

 

 

〔新学習指導要領社会科の改訂のポイント〕 （社会科主任 松本 茂行）                                         

1 社会科で目指す資質・能力 
小学校社会科の目標は、今まで以上の速さで社会のグローバル化が進んでいく中で、広い視野を

もった日本の国・社会を支える一員としての基礎を育てることです。そのために、多様な情報を調
べてまとめたり（①グローバル化などへの対応）、社会で起こる出来事や社会生活について、よりよ
いものにしていくために何ができるかを考えたり（②主権者教育の改善・充実）、地域社会の一員と
しての自覚を養ったりすること（③伝統・文化に関する学習の充実）を重点に学習します。 
 

２ 学習内容について 

 目指す資質・能力を育成するために学年別学習内容が次の表のように一部変わりました。 

３年 市役所の働き② 身近な暮らしの様子、移り変わり→市の様子、移り変わり① 

４年 県内の様子①② 自然災害への対応②③ 

５年 我が国の領土③  産業構造の変化④ 

６年 歴史の学習⇔政治の学習② グローバル化する世界と日本の役割④ 

また、中越地震、東日本大震災などの自然災害に学ぶ防災教育の視点から、地域の自然環境の特
徴や「自助・共助・公助」について学習を深める学習が各学年で位置付けられています。 
  

３ 変わらないこと、充実させていくこと 

 「調べてまとめる」という学習の充実のために、体験的な学習、見学は五感を働かせた学習を深
めていくために欠かすことが出来ません。また、インターネットや図書資料などを使った学習の重
要性が増してきます。今まで以上に「地域に学ぶ、地域で学ぶ」学習、「見て、聞いて、読んで学ぶ」
学習を大切にしてきます。 
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